











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































見捨てられてしまうか、嫌われてしまうかを恐れていた。相手が自分を受け れてくれる い ことを、到底信じるができなかった。故に彼 受け身的で無力感と孤独感に苛まれていたのだ。人を信頼し健全 甘える が き ならば、当然ながら孤独感はなく、自身の力を越 る物事に対ても他者の力を頼ることができるために無力感はなく、故に
主体的に活動することもできるのだ。　
ただしここで注意しておきたい点は、お互いの密接な関係














































































































































































えよう。うらみが解消さ るため は、甘え 欲求が満たされること、すなわち﹁一体感の回復﹂が必
要である。しかし



















































































































ooks, 1965, p.197 （
日
高六郎訳﹃自由からの逃走﹄東京創元社、一九五二年、一九二頁）
（
2） 同上書、一九九頁（同訳書、一九五頁）
（
3） 土
居
健
郎﹃
﹁
甘
え
﹂
の
構
造（
増
補
普
及
版
）﹄
弘
文
堂、
二
〇
〇
七
年、
四七頁
（
4）	 同上書、一一八頁
（
5）	 土
居
健
郎﹃
土
居
健
郎
選
集︿
二
﹀﹁
甘
え
﹂
理
論
の
展
開
﹄
岩
波
書
店、
二〇〇〇年、八三頁
（
6）	 郷古英男﹃
﹁うらみ﹂の心理﹄大日本図書、一九七八年、三〇頁
（
7）	 山
野
保﹃
﹁
う
ら
み
﹂
の
心
理
　
そ
の
洞
察
と
解
消
の
た
め
に
﹄
創
元
社、
一九八九年、七四頁
（
8）	 同上書、九七頁参照
（
9）	 同上書、一六頁
（
10）	 同上書、一二〇頁
（
11）	 同上書、一一六頁
（
12）	 同上書、七三頁
（
13）	 土居健郎﹃
﹁甘え﹂の構造（増補普及版）
﹄三七
－ 三八頁
（
14）	 同上書、二六七頁
（
15）	 土居健郎﹃
﹁甘え﹂雑稿﹄弘文堂、一九七五年、一一六頁
（
16）	 山野保﹃
﹁うらみ﹂の心理
　
その洞察と解消のために﹄一三二頁
（
17）	 土居健郎﹃土居健郎選集︿二﹀
﹁甘え﹂理論の展開﹄二九二頁
（
18）	 土居健郎﹃注釈﹁甘え﹂の構造﹄弘文堂、一 九三年、ＸＶＩ頁
（
19）	 土居健郎﹃続・甘えの構造﹄弘文堂、二〇〇 年、九八頁
（
20）	 同上書、九九頁
（
21）	 同上書、九五頁
（
22）	 ﹁
信
頼
﹂
の
有
無
が
重
要
で
あ
る
な
ら
ば
わ
ざ
わ
ざ﹁
甘
え
﹂
と
い
う
曖
昧
な
用
語
を
使
わ
な
く
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い。
し
か
し﹁
信
頼
﹂
と﹁
信
頼
を
基
礎
と
し
た
甘
え
﹂
に
は
違
い
が
あ
るのだ。土居は、
日本と欧米の夫婦関係を比較し、
次のように語っ
て
い
る。
﹁
あ
て
に
す
る
と
い
う
の
は
信
頼
す
る
と
い
う
の
と
少
し
趣
き
を
異
に
す
る。
信
頼（
trust ）
と
い
え
ば、
西
洋
の
夫
婦
も
当
然
お
互
い
に
信
頼
41 ????????????????
し
合
う
と
い
う
で
あ
ろ
う
が、
あ
て
に
す
る
と
い
う
の
は、
英
語
で
trust と
い
う
よ
り
も
take for granted
の
方
が
も
っ
と
ぴ
っ
た
り
し
て
い
る。
こ
の
成
句
は、
あ
る
も
の
が
自
分
に
許
さ
れ
て
い
る、
あ
る
い
は
与
え
ら
れ
て
い
る
と
見
な
す
意
味
に
使
わ
れ
る。
︻
⋮
中
略
⋮︼
と
こ
ろ
で
面
白
い
こ
と
に
西
洋
の
夫
婦
の
間
で
は、
お
互
い
を
take for granted
す
る
こ
と
が
ま
さ
に
禁
忌
な
の
で
あ
る
﹂（﹃﹁
甘
え
﹂
雑
考
﹄、
一
三
三
頁
）。
そ
し
て、
日
本
に
お
け
る夫婦間の甘えとは
﹁あたりまえ﹂
のように
﹁お互いをあてにする﹂
ことだと述べられる。
（
23）	 土居健郎﹃土居健郎選集︿二﹀
﹁甘え﹂理論の展開﹄二八三頁
（
24）	 同上書、二四六
－ 二四七頁
（きしもと・たかし
　
筑波大学大学院一貫制博士課程
　　　
人文社会科学研究科哲学・思想専攻）
